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より理解するために，ここで The Book of the Home の記述に立ち戻りたい。そこではスク
リーンに，暖かい環境を形作るという物理的効果はもちろんのこと，外からの視線に対して，






















































































































































































註１ 近年の代表的な研究における内部空間の分析には以下のようなものがある。David Brett は C. R. 




準に論を展開した Timothy Neat の Part Seen, Part Imagined, (Edinburgh, 1994) でも，例えば人物
像を建築のオーダーに見立てるなどの仕方で，室内に込められた象徴主義的な内容を解き明かそうと
する姿勢が貫かれている。Alan Crawford の Charles Rennie Mackintosh (London, 1995) は，個々の
建築作品の成立がマッキントッシュ自身の公／私の活動の中で年代的に語られており詳細な情報が得
られるが，空間構成という面での関心は示されていない。一方同氏による “The Tea Rooms: Art and 
























２ 「Screens：すきま風の非常に入る場所での screen の価値については，これまでおそらく誇張されて
きた感もあるが，それらは室内の狭い一区間を覆うのに疑いようもなく便利であるし，快適さの印象
を作り出すことを確かに助けるのである。」H. C. Davidson ed., Book of the Home: An Encyclopedia 
of All Matters Relating to the House and Household Management, (Tokyo, 2004), p. 256, (Originally 
Published in London, 1906)
３ Hermann Muthesis, The English House, Trans. Janet Seligman, (London, 1979), (Originally Published 




















Robertson. ed., Charles Rennie Mackintosh: the architectural papers, (Cambridge, 1990), p. 199.
７ マッキントッシュのスクリーンが生み出す，空間の「透過性」の詳細については，拙稿「Ｃ・Ｒ・
マッキントッシュの作品における視覚－身体性   『透過性』がもたらす視覚性とその意義につい






ことはなかった。（Roger Billcliffe, Charles Rennie Mackintosh: The Complete Furniture, Furniture 
Drawings, and Interior Designs, (London, 1979), p. 177およびハンタリアン・アートギャラリー所蔵の
家具図面（catalogue number 41758及び41759）を参照。）
９ Ibid., p. 164.
10 Ibid., p. 144.
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（Perilla Kinchin, Tea and Taste: The Glasgow Tea Rooms 1875-1975, (Oxford, 1999) および横川善
正前掲書他参照。）マッキントッシュは，クランストン経営の以下のティールームを手がけた。
Buchanan Street Tea Rooms (1896), Argyle Street Tea Rooms (1897), Ingram Street Tea Rooms 
(1900), Willow Tea Rooms (1903). その後 Argyle Street Tea Rooms を1906年に，Ingram Street Tea 
Room を1907-1912年に，Willow Tea Rooms を1917年に部分的に改装・増設するなどした。
15 例えば，The Evening News 紙に掲載された小説に，マッキントッシュ設計のウィロー・ティールー
ムと思われるティールームが登場する。そこでは男性労働者が緊張しつつ，ティールームでの作法を
学ぶとともに「一杯の紅茶」を飲み，「アート」の何たるかを学ぶ様子が滑稽に描かれた。（Hugh 
Foulis (Neil Munro), Para Handy and other tales, (Edinburgh, 1931) pp. 505-509に再録。）ティールー
ムのこうした意義は，前節で述べたとおり，唯美主義的な思潮がより一般化され，生活の芸術化にも
向けられるに至った19世紀に特有の現象として解読できる。
16 Alan Crawford, “The Tea Rooms: Art and Domesticity,” McLellan Galleries ed., Charles Rennie 
Mackintosh, (Glasgow, 1996), p. 277.
17 Ibid., pp. 264-265.











（H.  C.  Davidson  ed.,  The Book of the Home: An 
Encyclopedia of All Matters Relating to the House and 
Household Management, London, 1906より）
図２　「木製の仕切り」の例
（Hermann  Muthesius,  The English House, Trans. 
Seligman, London, 1979より）
図４　 『パンチ』1880年11月30日号挿絵





Charles Rennie Mackintosh: The Complete Furniture, 












































ゲ イ ト78番 地， ラ ウ ン
ジ・ホール，ノーザンプト
ン，1916-20年
（上：当時の写真。中：復元された
スクリーンの現在の写真。下：平面
図。両写真は平面図中 a の部屋を
写す。スクリーンの背後に二階への
階段がある。）
（上：Billcliffe 前掲書より，中：筆
者撮影。下：Crawford 前掲書より）
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